
　
昨
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
2
月
7
日
の
「
第
5
回
セ
ミ

ナ
ー
」
を
一
区
切
り
と
し
て
本
年
度
の
活
動
を
終
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
ご
関
心
を
お
持
ち
の
福
岡

市
内
の
建
設
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
参
加

者
を
集
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
を
締
め
く
く
る
形
と
な
る
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
の
前
半
で
は
、
福
岡
市
財
政
局
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
部
長
の
中
村
英
一
氏
よ
り
「
福
岡
市

に
お
け
る
『
官
民
協
働
事
業
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
取
り

組
み
方
針
』
」
の
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

後
半
で
は
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
指
南
役
と
し

て
年
間
を
通
じ
て
参
加
頂
い
た
野
村
総
合
研
究
所
の

福
田
隆
之
氏
（
平
成
24
年
2
月
現
在
）
と
中
村
部
長

に
よ
る
「
今
年
度
の
総
括
と
平
成
24
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

官
民
協
働
事
業
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
取
り
組
み
方
針

　
福
岡
市
に
お
け
る
取
り
組
み
方
針
と
し
て
、
ま

ず
、
①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
②
福
岡
市
の

財
政
負
担
の
軽
減
、
③
地
域
経
済
の
振
興
・
活
性
化

に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
事
業
範
囲
（
適
用
要
件
）
、
事

業
規
模
、
事
業
手
法
選
定
基
準
、
参
加
資
格
、
審
査

基
準
の
工
夫
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
地
場
企
業
の
参
入
促
進
に
重
点
を
置
い
た

方
針
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。
こ
の
取
り

組
み
方
針
は
、
平
成
23
年
度
中
に
取
り
纏
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
総
括
と
平
成
24
年
度
に
向
け
て

　
次
に
、
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

○
公
共
の
財
政
難
が
著
し
く
、
公
共
施
設
整
備
事
業

に
対
す
る
投
資
は
縮
小
基
調
が
続
い
て
い
る
こ
と

○
こ
の
流
れ
を
受
け
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
資
金
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
ス

キ
ー
ム
の
導
入
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
取
り
組
み
に
は
一
定
の
ス
キ

ル
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
が
、
国
内
に
は
地
場
企

業
が
様
々
な
形
で
こ
の
市
場
に
新
規
参
入
し
て
い

る
例
も
あ
り
、
決
し
て
障
壁
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
な
い
こ
と

○
地
場
企
業
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
参
入
形
態
に
は
、

①
大
手
企
業
と
の
連
携
、
②
地
元
金
融
機
関
と
の

勉
強
会
等
を
通
じ
た
独
自
参
入
、
③
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
専
門
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
と
の
連

携
等
が
あ
る
こ
と

○
地
場
企
業
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
参
入
す
る

こ
と
で
長
期
安
定
的
な
収
益
機
会
を
獲
得
出
来
る

こ
と

○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
公
共

機
関
、
民
間
事
業
者
、
金
融
機
関
各
々
に
よ
る
リ

ス
ク
分
担
の
最
適
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　　
最
後
に
、
福
岡
市
財
政
局
理
事
の
椎
原
啓
二
氏
か

ら
「
福
岡
市
と
し
て
も
、
地
元
で
取
り
組
む
事
業

は
、
出
来
る
限
り
地
場
企
業
が
参
画
可
能
な
体
制
を

整
備
し
た
い
」
と
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
24
年
度
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
事
業
計
画

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
セ
ミ
ナ
ー
形
式
の
勉

強
会
を
継
続
開
催
す
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
場
か
ら
は
、
例
え
ば
、
入
札
提
案
書
の
模
擬
作
成

等
、
実
務
に
沿
っ
た
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
わ
せ
て
設

置
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
平
成

24
年
度
以
降
も
引
き
続
き
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
運
営
に
力
を
注
ぐ
考
え
で
す
。
皆

様
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
4
回
に
わ
た
り
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関

連
す
る
情
報
を
ご
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
中
心
と
す

る
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
地
場
銀
行
の
役
割

と
展
望
に
つ
い
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

地
場
銀
行
の
役
割

　
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
た
地

場
銀
行
の
役
割
と
し
て
次
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
地
場
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

　
金
融
機
関
を
含
め
た
地
場
企
業
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
に
参
画
し
て
い
く
為
に
は
、
各
事
業
者
が
一
定
レ

ベ
ル
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
私
共
地
場
銀
行
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
い
、
地
域
の
底
上
げ

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
共
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
は
、
そ
の
具
現
化
事
業
で
す
。

②
地
域
特
性
を
活
か
し
た
事
業
立
案
と
事
業
性
判
断

　
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
特
性
に
不
慣
れ

な
中
央
資
本
の
大
手
事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
内
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実
践
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
採
算
性
や
事
業
性
の
高
い
案
件
組
成
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
組
成
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
良
し
悪
し
が
判
断
出
来
る
、
所
謂

「
事
業
の
目
利
き
力
」
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
市
場
、

立
地
、
産
業
や
雇
用
に
関
す
る
様
々
な
地
域
情
報
が

集
積
し
易
い
地
場
銀
行
は
、
単
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
サ
ー

（
資
金
の
出
し
手
）
と
し
て
の
役
割
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
に
深
く
関
与
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
事
業
運
営
期
間
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能

　
長
期
間
に
及
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
安
定
的
な
運
営

の
為
に
は
、
事
業
の
運
営
状
況
を
確
実
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
出
来
る
環
境
が
重
要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
提
供
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
（
受
益

者
）
で
も
あ
る
地
場
銀
行
は
、
絶
え
ず
事
業
の
傍
に

存
在
し
て
お
り
、
こ
の
担
い
手
と
し
て
最
適
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
共
地
場
銀
行
は
、
地
域
密
着
型
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
対
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
が
担

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
て

　
当
行
は
、
福
岡
市
が
主
催
す
る
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
初
年
度
と
な
る
平
成
23
年
度
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
中

心
と
し
た
啓
発
的
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
は
福
岡
に

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参

加
さ
れ
た
民
間
事
業
者
の
皆
様
の
他
、
法
務
や
税
務

の
専
門
家
等
に
も
参
加
を
促
し
な
が
ら
、
更
に
実
務

に
近
い
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
等
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
将

来
的
に
は
、
地
域
内
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
可

能
性
や
手
法
を
調
査
検
討
出
来
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
機
能
も
不
可
欠
と
考
え
ま
す
（
図
１
）
。

　　
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
」
の
為
の
試
金
石
と
な
り
、
福

岡
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
起
こ
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
平
成
24
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
今
後
Ｆ

Ｆ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス
等
で
随
時
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
福
岡
銀
行
ソ
リ
ュー
シ
ョン
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
金
融
室
／
今
泉・野
田
）

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
福
岡
か
ら

地
域
密
着
型
の
新
し
い
公
共
事
業
手
法
を
目
指
す

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」 

第
5
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

解
説

1

（表１）福岡市のＰＰＰへの取り組み方針素案

（図１）今後の「福岡ＰＰＰプラットフォーム」イメージ

①公共サービスの質向上
②公共財政負担の軽減
③地域経済の振興／活性化

①民間ノウハウ・資産が十分に活かせること
②一定の事業規模があること
　・イニシャルコスト10億円以上　または
    ランニングコスト１億円以上／年

一般建築物（住宅・学校は除く）

目　　的

対 象 物

適用要件

事業手法
選定基準

地場企業
への配慮

 

福岡ＰＰＰプラットフォーム

地域内のプレイヤーで組成された
地域プロジェクト

地域密着型ＰＰＰの実現

福岡市

設計 大学
コンサル 弁護士

銀行建設

情報発信/啓発 実務習得/育成

セミナー等 実務講座
（ワークショップ）

①ＶＦＭ（※）　０％以上
②民間企業の参加意向があること
③整備スケジュールに時間的制約が無いこと
（※）バリュー・フォー・マネー。従来型発注との比較において総事
業費をどれだけ削減できるかを示す割合（コストメリット）のこと。

・応募書類の簡素化
・参加資格に地場要件を付す
・地場要件が付せない場合は加点項目として
「地域社会・経済への貢献」に関する提案に
対する評価を行う

ふくおかフィナンシャルグループ

24FFG MONTHLY SURVEY Vol.47



　
昨
年
6
月
に
設
立
さ
れ
た
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
2
月
7
日
の
「
第
5
回
セ
ミ

ナ
ー
」
を
一
区
切
り
と
し
て
本
年
度
の
活
動
を
終
了

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
立
ち
上
げ
当
初
か
ら
ご
関
心
を
お
持
ち
の
福
岡

市
内
の
建
設
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
参
加

者
を
集
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
を
締
め
く
く
る
形
と
な
る
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
の
前
半
で
は
、
福
岡
市
財
政
局
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
推
進
部
長
の
中
村
英
一
氏
よ
り
「
福
岡
市

に
お
け
る
『
官
民
協
働
事
業
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
取
り

組
み
方
針
』
」
の
素
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

後
半
で
は
、
本
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
指
南
役
と
し

て
年
間
を
通
じ
て
参
加
頂
い
た
野
村
総
合
研
究
所
の

福
田
隆
之
氏
（
平
成
24
年
2
月
現
在
）
と
中
村
部
長

に
よ
る
「
今
年
度
の
総
括
と
平
成
24
年
度
に
向
け
た

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

官
民
協
働
事
業
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
取
り
組
み
方
針

　
福
岡
市
に
お
け
る
取
り
組
み
方
針
と
し
て
、
ま

ず
、
①
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
②
福
岡
市
の

財
政
負
担
の
軽
減
、
③
地
域
経
済
の
振
興
・
活
性
化

に
資
す
る
取
り
組
み
と
な
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
事
業
範
囲
（
適
用
要
件
）
、
事

業
規
模
、
事
業
手
法
選
定
基
準
、
参
加
資
格
、
審
査

基
準
の
工
夫
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
地
場
企
業
の
参
入
促
進
に
重
点
を
置
い
た

方
針
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
１
）
。
こ
の
取
り

組
み
方
針
は
、
平
成
23
年
度
中
に
取
り
纏
め
ら
れ
、

公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
総
括
と
平
成
24
年
度
に
向
け
て

　
次
に
、
今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を
振
り
返
り
な
が
ら

次
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

○
公
共
の
財
政
難
が
著
し
く
、
公
共
施
設
整
備
事
業

に
対
す
る
投
資
は
縮
小
基
調
が
続
い
て
い
る
こ
と

○
こ
の
流
れ
を
受
け
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
資
金
を
活
用
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
ス

キ
ー
ム
の
導
入
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
取
り
組
み
に
は
一
定
の
ス
キ

ル
や
経
験
が
必
要
で
あ
る
が
、
国
内
に
は
地
場
企

業
が
様
々
な
形
で
こ
の
市
場
に
新
規
参
入
し
て
い

る
例
も
あ
り
、
決
し
て
障
壁
が
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
な
い
こ
と

○
地
場
企
業
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
参
入
形
態
に
は
、

①
大
手
企
業
と
の
連
携
、
②
地
元
金
融
機
関
と
の

勉
強
会
等
を
通
じ
た
独
自
参
入
、
③
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
を
専
門
と
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
社
と
の
連

携
等
が
あ
る
こ
と

○
地
場
企
業
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
参
入
す
る

こ
と
で
長
期
安
定
的
な
収
益
機
会
を
獲
得
出
来
る

こ
と

○
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
公
共

機
関
、
民
間
事
業
者
、
金
融
機
関
各
々
に
よ
る
リ

ス
ク
分
担
の
最
適
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　　
最
後
に
、
福
岡
市
財
政
局
理
事
の
椎
原
啓
二
氏
か

ら
「
福
岡
市
と
し
て
も
、
地
元
で
取
り
組
む
事
業

は
、
出
来
る
限
り
地
場
企
業
が
参
画
可
能
な
体
制
を

整
備
し
た
い
」
と
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
平
成
24
年
度
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
事
業
計
画

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
セ
ミ
ナ
ー
形
式
の
勉

強
会
を
継
続
開
催
す
る
こ
と
が
告
知
さ
れ
ま
し
た
が
、

会
場
か
ら
は
、
例
え
ば
、
入
札
提
案
書
の
模
擬
作
成

等
、
実
務
に
沿
っ
た
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
わ
せ
て
設

置
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
数
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
福
岡
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
平
成

24
年
度
以
降
も
引
き
続
き
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
運
営
に
力
を
注
ぐ
考
え
で
す
。
皆

様
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
4
回
に
わ
た
り
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
関

連
す
る
情
報
を
ご
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
中
心
と
す

る
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
地
場
銀
行
の
役
割

と
展
望
に
つ
い
て
お
伝
え
致
し
ま
す
。

地
場
銀
行
の
役
割

　
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
た
地

場
銀
行
の
役
割
と
し
て
次
の
3
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
地
場
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

　
金
融
機
関
を
含
め
た
地
場
企
業
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
に
参
画
し
て
い
く
為
に
は
、
各
事
業
者
が
一
定
レ

ベ
ル
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
私
共
地
場
銀
行
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
い
、
地
域
の
底
上
げ

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
私
共
が
取

り
組
ん
で
い
る
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
は
、
そ
の
具
現
化
事
業
で
す
。

②
地
域
特
性
を
活
か
し
た
事
業
立
案
と
事
業
性
判
断

　
地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域
特
性
に
不
慣
れ

な
中
央
資
本
の
大
手
事
業
者
で
は
な
く
、
地
域
内
の

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
実
践
す
る
こ
と
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
た
採
算
性
や
事
業
性
の
高
い
案
件
組
成
が
可
能
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
組
成
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
良
し
悪
し
が
判
断
出
来
る
、
所
謂

「
事
業
の
目
利
き
力
」
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
市
場
、

立
地
、
産
業
や
雇
用
に
関
す
る
様
々
な
地
域
情
報
が

集
積
し
易
い
地
場
銀
行
は
、
単
に
フ
ァ
イ
ナ
ン
サ
ー

（
資
金
の
出
し
手
）
と
し
て
の
役
割
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
に
深
く
関
与
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
事
業
運
営
期
間
中
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能

　
長
期
間
に
及
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
安
定
的
な
運
営

の
為
に
は
、
事
業
の
運
営
状
況
を
確
実
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
出
来
る
環
境
が
重
要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
提
供
さ
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
（
受
益

者
）
で
も
あ
る
地
場
銀
行
は
、
絶
え
ず
事
業
の
傍
に

存
在
し
て
お
り
、
こ
の
担
い
手
と
し
て
最
適
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
私
共
地
場
銀
行
は
、
地
域
密
着
型
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
対
し
て
極
め
て
重
要
な
役
割
が
担

え
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
て

　
当
行
は
、
福
岡
市
が
主
催
す
る
「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
主
体
的
に
参
画
す
る
こ
と

で
、
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
初
年
度
と
な
る
平
成
23
年
度
は
、
セ
ミ
ナ
ー
を
中

心
と
し
た
啓
発
的
活
動
を
通
し
て
、
ま
ず
は
福
岡
に

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
、
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
参

加
さ
れ
た
民
間
事
業
者
の
皆
様
の
他
、
法
務
や
税
務

の
専
門
家
等
に
も
参
加
を
促
し
な
が
ら
、
更
に
実
務

に
近
い
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
等
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
を
図
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
将

来
的
に
は
、
地
域
内
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
可

能
性
や
手
法
を
調
査
検
討
出
来
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
機
能
も
不
可
欠
と
考
え
ま
す
（
図
１
）
。

　　
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
「
地
域
密
着
型
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
実
現
」
の
為
の
試
金
石
と
な
り
、
福

岡
に
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
起
こ
す
こ
と
を
切
に
願
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
平
成
24
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
今
後
Ｆ

Ｆ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス
等
で
随
時
ご
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
福
岡
銀
行
ソ
リ
ュー
シ
ョン
営
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
金
融
室
／
今
泉・野
田
）

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
潮
流
を
福
岡
か
ら

地
域
密
着
型
の
新
し
い
公
共
事
業
手
法
を
目
指
す

「
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」 

第
5
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催

セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

解
説

1

（表１）福岡市のＰＰＰへの取り組み方針素案

（図１）今後の「福岡ＰＰＰプラットフォーム」イメージ

①公共サービスの質向上
②公共財政負担の軽減
③地域経済の振興／活性化

①民間ノウハウ・資産が十分に活かせること
②一定の事業規模があること
　・イニシャルコスト10億円以上　または
    ランニングコスト１億円以上／年

一般建築物（住宅・学校は除く）

目　　的

対 象 物

適用要件

事業手法
選定基準

地場企業
への配慮

 

福岡ＰＰＰプラットフォーム

地域内のプレイヤーで組成された
地域プロジェクト

地域密着型ＰＰＰの実現

福岡市

設計 大学
コンサル 弁護士

銀行建設

情報発信/啓発 実務習得/育成

セミナー等 実務講座
（ワークショップ）

①ＶＦＭ（※）　０％以上
②民間企業の参加意向があること
③整備スケジュールに時間的制約が無いこと
（※）バリュー・フォー・マネー。従来型発注との比較において総事
業費をどれだけ削減できるかを示す割合（コストメリット）のこと。

・応募書類の簡素化
・参加資格に地場要件を付す
・地場要件が付せない場合は加点項目として
「地域社会・経済への貢献」に関する提案に
対する評価を行う
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